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「WiDrawer2」 ホーム画面の説明

■タブレット用レイアウト ( 横画面 )

本紙をお読みになる前に別紙「セットアップガイド」に従って、機器の
接続やアプリのダウンロードをおこなってください。

・セットアップを完了してからご参照ください

・詳しい使い方は 「画面でみるマニュアル」にアクセス !
                                                                                             （裏面のアドレス参照）

【再生中】
再生中の音楽の停止 / 再生

【QR コードリーダー】

SD カードのデータをコピーしたり、貼り付けたり、
さまざまな操作ができます。

動画

音楽写真

【フォルダ】

スマホのホーム画面で「WiDrawer2（左のアイコン）」を
タップすると、下記のホーム画面が開きます。

（メニュー）をタップするとアイコンが表示されます。

【写真・連絡先バックアップ】／【SD カードの取り外し】

【写真・連絡先バックアップ】

【SD カードの取り外し】
使用しません

■スマホ用レイアウト ( 縦画面 )

※スマホ用・タブレット用レイアウト
　の切り替えは自動でおこなわれます。

※再生中の音楽がないときは、アイ
　コンは表示されません。

■SD カードとスマホの表示を切り替える

■ファイルを再生する

■スライドショーを再生する

■ファイルを並び替える

■アプリを指定してファイルを開く

SD カードのデータにアクセスするときは【WiDrawer2】、スマホのデータ
にアクセスするときは【iPhone（Android は My Device）】をタップします。

「最近スマホで撮影した順」に並び替えるには、　　 
（表示切替）をタップし、　　　 （名前降順）をタップ
します。

■ファイルの表示形式を切り替える

          （表示切替）をタップし、【リスト】または【タイル】か
ら選択します。

■ファイルを検索する
画面上部の　　　　　( 検索バー）にキーワードを入力するとファイルが検
索されます。

■ひとつ前の画面に戻る
画面上部の 　　　 （戻る）をタップします。

ファイルのサムネイルや名前をタップ
する（またはロングタップしてアプリ
を指定して開く）と再生されます。

写真の再生中に画面をタップすると画面下部にアイコンが表示されます。
　　をタップするとスライドショーが再生されます。

ファイルを 1 つ選択→　　  （シェア）を
タップ→　　（... で開く）をタップ→リス

トからアプリを選択します。

主な操作

音楽（BGM）の停止 / 再生

スライドショーの再生 / 停止

【シェア】 メニューを表示

リピートモードの変更

　　　

■「WiDrawer2」のホーム画面に戻る
画面上部の 　　 （ホーム画面）をタップします。

裏面につづく裏面につづく

■ファイルやフォルダーを選択する／選択を解除する

フォルダー内のすべてのファイルや
フォルダーを選択するには、　    （ス
パナ）をタップ し、　　　　　　　 

（全て選択）をタップします。

＜すべて選択する＞

選択したいファイルまたはフォル
ダーの右側のチェックボックスをタッ
プし、チェックをつけます。（複数選
択可）

画面下部の【iPhone】をタップすると、次のようにフォルダーが表示されます。

「ファイルやフォルダーをコピーする」の手順②で　　　　　　 　（コ
ピー）を　　     　　　  （切り取り）と読み替えて作業します。

＜選択する＞

すべてのファイルやフォルダーの選
択を解除するには、　    （スパナ）を
タップし、  　　　　　　　 （選 択の
解除）をタップします。

＜選択を解除する＞

■ファイルやフォルダーをコピーする

① コピーしたいファイルやフォルダーを選択します。

② 　　　（スパナ）をタップし、　　　　　　　（コピー）をタップします。

③ 貼り付け先のフォルダーに移動します。

④ 　　　（スパナ）をタップし、　　　　　　　 （貼り付け）をタップします。

ファイルやフォルダーを元の場所からコピーして、他の場所に貼り付けます。

フォルダ（エクスプローラー）について

【戻る】 ひとつ前に戻る
■スマホ用レイアウト ( 縦画面 )

■タブレット用レイアウト ( 横画面 )
2 列レイアウトとなり、
配置が縦画面と若干異
なります。

※アクセス中はハイライト表示
　になります。

【検索バー】 ファイルの検索

【表示切替】

【ホーム画面】 ホーム画面に戻る

下の階層を開く

【WiDrawer2】
本製品に装着した SD カード
のデータにアクセス

【iPhone（Android は MyDevice）】
スマホのデータにアクセス

例は Pictures
フォルダーを
開く

（シェア） 

（転送状況） 

【Email】 メールに添付して送付

データの転送結果を表示

【アルバム（Android は写真）】
 ファイルをカメラロール（Android は
 DCIM フォルダー）に転送

【お気に入り】 お気に入りに登録
【... で開く】 アプリを指定してファイルを開く
【Share】 SNS に投稿する等 (Android のみ )

※【お気に入り】以外は、1 つのファイルだけ処理可能です。

は昇順
は降順

■タイル表示

【選択ボックス】
フォルダーまたはファイルを選択（複数選択可）

■リスト表示

「WiDrawer2」ホーム画面で【フォルダ】を
タップすると、下記の画面が開きます。

操作メニューを表示

（スパナ） 

※操作可能な項目だけアイコンが表示されま
す。例えば、iPhone のカメラロールでは名前
とファイル形式だけ表示されます。

リスト表示、タイル表示の切り替え
ファイルやフォルダーのソート

使用中のSDカードの取り外し

注意
●アプリで取り出し操作をおこなわず、SDカードを取り外すと
　データ破損の原因になります。
●データ転送中にSDカードの取り出し操作をおこなわないでく
　ださい。データ破損の原因になります。

①　　　　 (メニュー）をタップ→　　（SDカードの取り外し）をタップします。

※本製品の電源がOFFの状態では、以下の操作は必要ありません。

SDカードを押し込む SDカードが少し飛び
出たら取り外す

例）動画の再生

■フォルダーを作成する

③ フォルダー名を入力し、【OK】をタップします。

② 　　　　　　　　 （フォルダ作成）をタップします。

① フォルダーを作成したいフォルダーに移動し、　     （スパナ）をタップします。
※ iPhone Photos フォルダーの中に、フォルダーは作成できません。

主な操作

iPhoneのフォルダー表示について

⇒「フォルダ（エクスプ
　ローラー）について」
　参照

■ファイルまたはフォルダーを削除する
削除したいファイルまたはフォルダーを選択→　 　（スパナ）をタップ
→　　　  　　（削除）をタップします。

「WiDrawer2」をインストールするとこれら 4 つ
の空のフォルダーが作成されます。ファイルの保
管場所として使用できます。

【Documents】･【Movies】･【Music】･【Photos】

「写真」アプリに入っているフォルダー（カメラロー
ル・自分のフォトストリーム・アルバム）にアク
セスし、写真や動画の再生･コピーができます。

【iPhone Photos】

※WiDrawer2 が作成するフォルダーのため、これらのフォルダーは削除できません。

リスト表示　タイル表示

【インターネットブリッジ接続】

【設定】

点灯（緑）：インターネット
ブリッジしている状態
消灯 ：インターネットブリッ
ジしていない状態

点灯（緑）：
オンライン

消灯 ：
オフライン

【動画】･【写真】･【音楽】･【ドキュメント】

本製品とスマホの Wi-Fi 接続状態

⇒裏面「インターネットブリッジの設定」参照

⇒裏面「動画・写真・音楽・ドキュメント
　の参照」参照

アイコンをタップするとインターネッ
トブリッジの設定画面が開きます。

アイコンをタップすると Wi-Fi 再
接続をおこないます。

⇒裏面「設定について」参照

【Wi-Fi 接続】

本製品のインターネット接続状態

② 「ディスクの取り出しに成
功しました」のメッセージが
表示されたら､SD カードを
取り外します。

※iPhone Photos フォルダー内では、OS の仕様により
　”カメラロール”以外にデータを貼り付けることがで
　きません。

Share

■ファイルやフォルダーを移動する
ファイルやフォルダーを元の場所から切り取って、他の場所に移動します。コ
ピーとは異なり、元の場所からデータが消えて移動先にデータが保存されます。

※削除したファイルやフォルダーは復元できません。

※ファイルやフォルダーを選択していないとき
は、【選択の解除】が表示されません。

※別紙「セットアップガイド」の裏面「写真 ( 動画）データを移行する」にも手順の説明がありま
すのでご参照ください。 

⇒別紙「セットアップガイド」の「4 写真(動画)･連絡先のバックアップ」参照

※ファイルをロングタップし、右の画面を開くことも
　できます。

※メニューに表示されたアイコンの色が薄い（Android はアイコン
　表示なし）ときは、SD カードが本製品に装着されていない状態です。

本製品専用

C



REX-SD2D 活用ガイド　2015年3月 第1.0版
©RATOC Systems, Inc.  REXSD2D-PG10-1503C

自動ファームウェアアップデートについて

DLNAサーバーの設定

Samba/WebDAVで使用する

パソコンで使用するインターネットブリッジの設定

裏面につづく

設定について
本製品の電源を OFF にし、添付の USB ケーブルでパソコンと接続するとカー
ドリーダーとして使用できます。
WiDrawer シリーズ検索ツール「FindWiDrawer」を使用して、Wi-Fi 対応パ
ソコンから本製品に接続することもできます。

「WiDrawer2」ホーム画面で【設定】をタップすると、
下記の画面が開きます。

■スマホ用レイアウト ( 縦画面 )
【ホーム画面】 

ホーム画面に戻る

■タブレット用レイアウト ( 横画面 )
2 列レイアウトとなり、配置が縦画面と若干異なります。

【Guest】 
Guest アカウントの ON/OFF

【キャッシュ】 
サムネイルの高速表示に使用する
スマホの記憶領域サイズを選択

【言語の選択】 
English と日本語から選択

【About】 
WiDrawer2 のバージョンと本製品
のファームウェアバージョンを表示

【ログアウト】
現在のアカウントからログアウト

① 　　　（設定）をタップします。

② 【Wi-Fi ストレージ設定】をタップ→【インターネット設定】をタップします。

③ 一覧から使用するネットワークを選択します。

④ ネットワークのアクセスパスワードを入力し、【接続】をタップします。

⑤ 接続が完了するとネットワーク名の前に　
　　（チェック）が入ります。

※iPhoneのテザリングにはブリッジ接続できません。

本製品を経由して Wi-Fi ルーターに無線で接
続する「インターネットブリッジ」を設定する
と、Wi-Fi の接続先を切り替える手間無く、本
製品とインターネットの両方に接続できます。

インターネット
ブリッジ

本製品
ルーター

Wi-Fiストレージ設定

【戻る】 
ひとつ前の画面に戻る

・SSID の変更
・チャンネルの変更
・モード の変更
・セキュリティおよび Wi-Fi パスワードの変更

【Wi-Fi 設定】 

・MAC アドレスの表示
・IP アドレスの指定
・サブネットマスクの指定
・DLNA サービスの ON/OFF

【LAN 設定】 

・インターネットブリッジの設定
【インターネット設定】 

⇒「インターネットブリッジの設定」参照

・ユーザーのパスワード変更
・ホスト名の変更
・ディスク情報の表示
・Online Update

【システム設定】 

⇒「自動ファームウェアアップデートについて」参照

■カードリーダーとして使用する

■Wi-Fi 接続して使用する

（データ）

（充電） 電源 OFF

※Wi-Fi での利用は
　できません。

「FindWiDrawer」は下記アドレスからダウンロードします。
http://www.ratocsystems.com/products/subpage/sd2d.html
※「ダウンロード」をクリック

ツールで検索

電源 ON

本製品は Samba・WebDAV に対応していますので、基本的にはこれらに対応
したファイル管理ソフトウェアを使用できます。WebDAV サーバーには、

「http://10.10.10.254/data/」で共有ディレクトリにアクセスが可能です。
Samba・WebDAV の設定は [ON] になっていますので、特に設定を変更する
ことなく各機能を利用できます。

※すべての環境やアプリ/ソフトウェアでの動作は保証できません。

本紙では紹介しきれない、さまざまな機能について掲載しています。

本製品の基本的な使い方を動画でわかりやすく解説しています。

弊社で動作確認をおこなった機種の一覧を掲載しています。

困ったときは

ご質問の多い事項をQ&A形式で公開しています。

次の手順でリセットすると、設定を工場出荷設定に戻せます。

SD カードにコピーしたファイルの日時
を現在の日時にとりなおしたい場合は、
次の手順をおこなってください。

本製品のリセット方法

ファイルの日時が2012/01/01 xx:xx:xxになっている

製品本体の最新のファームウェア情報などを公開しています。

最新の製品情報をご確認ください

1. 本製品の電源ボタンを長押し（3秒間）し、電源を入れます。
2. 先の細いもので本体側面にあるリセットボタンを長押し（3秒間）し、離します。
3. しばらくすると　　 （Wi-Fi LED）が点滅に変わります。
4.  　  （Wi-Fi LED）が点灯に変わると、リセットは完了です。

1. インターネットブリッジの設定をし
ます。

　⇒手順は「インターネットブリッジの設定」を参照

2. コピー済のファイルを削除します。
3. 再度、SDカードにファイルをコピーします。

●画面でみるマニュアル

●動画マニュアル

●動作確認済み機種

●ダウンロード

●FAQ（よくある質問）

本製品はスマホでの自動ファームウェアアップ
デートに対応しています。

「WiDrawer2」アプリが、新しいバージョンを検
出すると、更新の確認メッセージを表示します。
続行する場合は【OK】をタップし、画面の指示に
従ってください。
※利用には「インターネットブリッジの設定」が必要です。
　

【（ハート）お気に入り】
タップすると赤いハートに変わり、
お気に入りに登録

■DLNA サーバーの設定を変更する

① ホーム画面の【設定】→【Wi-Fi ストレージ設定】→【LAN 設定】をタップします。

② 【DLNA サービス】をタップし、設定画面で設定を変更します。

③ 【適用】をタップします。

初期設定：DLNA サービス（ON）・DLNA 対象フォルダー（SDCard_Volume1）

DLNA サービスの ON/OFF

DLNA サーバー名の変更

DLNA 対象フォルダーの追加
（5 つまで登録可）

登録フォルダーの削除

本製品は DLNA サーバー機能を搭載しているため、SD カードに保存された
データを DLNA 対応アプリや再生機器から再生できます。
お買い上げ時の設定は、DLNA サービスが ON（有効）、DLNA 対象フォルダー
は SD カードのルートフォルダー（SDCard_Volume1）となっています。データ
を公開したくないときは、DLNA サーバーの設定を変更してください。

動画・写真・音楽・ドキュメントの参照
ホーム画面には、動画・写真・音楽・ドキュメントの 4 つの項目が配置
されています。 お気に入りを管理したり、最近開いたファイルを再生し
たりすることができます。 

動画

音楽写真

【全てのファイル】
　全ての動画ファイル

【TOP25】
　最近開いたファイル TOP25

【お気に入り】
　お気に入りに登録したファイル

全てのファ
イルを開く

例は動画
の一覧を
開く

ファイルのコピーや削除などはフォルダ（エクスプローラー）にておこないます

【音楽】
音楽の一覧を開く

【ドキュメント】
ドキュメントの一覧を開く

【写真】
写真の一覧を開く

【動画】
動画の一覧を開く

画面下部の【WiDrawer2】を選択時
は DLNA 対象フォルダーの動画が、

【iPhone（Android は MyDevice）】
を選択時はスマホ内部の動画が抽
出され一覧で表示されます。

【表示切替】
リスト表示、タイル表示の切り替え
ファイルやフォルダーのソート

ファイルの再生方法は
表面「フォルダ（エクスプローラー）について」をご参照ください

⇒「DLNA サーバーの設定」参照

■複数台で SD カードのデータを共有する、Guest アカウントを利用する

本製品1 台に対し、最大 5 台のスマホやタブレット、
パソコンから Wi-Fi 接続が可能です。
来訪者や外部の使用者に Guest アカウントでログ
インしてもらうと、SD カード内の Share フォルダー
だけにアクセスを許可できるようになります。

※インターネットブリッジができている状態のとき、本製品はインターネットから現在の時
刻を取得できるようになります。

※インターネットに接続せず手動で時刻をあわせる方法は次の通りです。
　ブラウザを開く (Safari など )→アドレスに「10.10.10.254」と入力しアクセス→本製品のロ

グイン画面が表示されるのでログインする→【設定】→【システム設定】→【時間設定】→【自動
的にインターネット時刻サーバーと同期】を OFF にする→日付と時刻を手入力→【適用】を
タップ （本製品の電源を切ると時刻が止まるため、再度、手動で時刻を設定してください）

弊社ホームページの製品情報にて下記の情報を公開しています。
下記アドレス（またはQRコード）から本製品の製品情報ページにアクセスして
ご確認ください。

http://www.ratocsystems.com/products/
subpage/sd2d.html

本製品を公衆回線にインターネットブリッジ接続して使用する場合、同じネットワー
クに接続する不特定の DLNA プレーヤーが DLNA 対象フォルダー内のデータを参照
できますので、データを公開しない場合は DLNA サービスを OFF、公開するデータを
限定する場合は DLNA 対象フォルダーの登録を見直してください。

DLNA サーバーにアクセス制限機能はありません

製品情報ページ

※1

※1. 初めてデータにアクセスする、またはファイルの保存数が多い場合は、リスト表
示されるまで時間がかかります。


	REX-SD2D_PG_v1_r2_1
	REX-SD2D_PG_v1_r2_2


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


